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市の資産は1369億円

市役所南館で太陽光発電

4月からコンビニなどで納税可能に

救急車の適正利用を

みずウオーク参加者募集

輝け笛吹の未来

笛吹市探訪

くらしの情報

笛吹市環境ニュース

ふえふきトピックス

図書館インフォメーション

春を待つ彫刻たち



　
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）（
表
１
）
は
、
市
が
こ
れ
ま
で
に
つ
く
っ

て
き
た
財
産
と
、
こ
れ
に
要
し
た
資
金
や
借
金
な
ど
を
、
一
つ
の
表
に
し
た

も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
貸
借
対
照
表
か
ら
は
、
公
共
施
設
や
道
路
の
整
備
に
使
っ
た
金

額
、
そ
の
資
金
の
調
達
方
法
な
ど
の
概
要
が
分
か
り
ま
す
。

�
　
平
成
19
年
度
末
の
市
の
資
産
は
１
３
６
９

億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
、
９
７
３
億
円
（
71

パ
ー
セ
ン
ト
）
は
支
払
い
済
み
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
な

ど
が
３
９
６
億
円（
29
パ
ー
セ
ン
ト
）あ
り
ま

す（
表
１
）。
こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
置

き
換
え
る
と
左
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
貸
借
対
照
表
を
基
に
、
企
業
が
経

営
を
分
析
す
る
方
法
を
用
い
て
、
市
の
財
政

安
全
性
を
分
析
し
ま
し
た（
表
２
）。

　
現
時
点
で
、
市
の
支
払
い
能
力
に
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
る
負
担
が
少
し
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
ツ
ケ
を
残

さ
な
い
健
全
な
行
財
政
運
営
を
心
が
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
部
　
財
政
課
　
財
政
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

⑥流動負債
翌 年 度 に 返 済 期
限 が お と ず れ る
借金など

⑤固定負債
翌 々 年 度 以 降 に
返 済 期 限 が お と
ずれる借金など

②投資等
基金、出資金

①公共資産
公 共 施 設 、土 地 、
道路

⑪負債・純資産合計（⑦+⑩）

⑩純資産計（⑧+⑨）

⑨その他一般財源等

⑧国県補助金

純資産の部（今までに支払ったお金）

136,902④資産計（①+②+③） 136,902

市税等未収金 313

歳計現金 1,001

財政調整基金等 2,879

③流動資産 4,193

基金等 10,003

投資及び出資金等 4,265

②投資等 14,268

有形固定資産 118,441

①公共資産 118,441

97,338

80,521

16,817

⑦負債計（⑤+⑥） 39,564

⑥流動負債 3,246

⑤固定負債

負債の部（これから支払うお金）資産の部

36,318

退職手当引当金等 5,222

市債 31,096

後世代による
社会資本負担比率

現在までの世代による
社会資本負担比率

自己資本比率

固定長期適合率

流動比率

指標名

有形固定資産のうち、これから返済が必要な資産割合
（⑦/①×100%）

有形固定資産のうち、既に支払いを終えた資産割合
（⑩/①×100%）

資金調達方法の適正度
（⑩/⑪×100%）

長期的な支払い能力
（①/（⑤+⑩）×100%）

短期的な支払い能力
（③/⑥×100%）

（指標の説明）

25%以下
（20%以下が理想）

75%以上
（80%以上が理想）

70%以上
（80%以上が理想）

100%以下
（60～80%が理想）

130%以上
（200%以上が理想）

（安全性判断基準）

33%���△

82%���◎

71%���○

89%���○

129%���△

市財政の安全性

※判断基準は、企業の経営分析基準を行政用に修正したもの

借金等残高
55万（29%）

資　産

189万円

支払済額
134万円（71%）

土地、建物、
定期預金、
貯金、現金など

③流動資産
現 金 、預 金 、財 政
調整基金、市税未
納分など

　
市
で
は
、
今
年
２
月
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
等
地
球
環
境
対
策
と
し
て
、
「
独
立
行

政
法
人�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構（
N
E
D
O
）」
が
推
進
す
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
の
補
助
金
を
受
け
、

市
役
所
南
館
に
太
陽
光
を
利
用
し
た
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
り
、

南
館
の
電
気
料
を
一
部
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
発
電
量
は
、
南
館
２
階
の
表
示
パ

ネ
ル
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
関
心
が
あ
る

方
は
、
南
館
へ
お
越
し
の
際
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
N
E
D
O
は
、
日
本
の
産
業
技
術
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
技
術
の
研
究
開
発
や
そ
の
普

及
を
推
進
す
る
研
究
開
発
実
施
機
関
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/

w
w

w
.n

e
d

o
.g

o
.jp

/

　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
太
陽

光
発
電
設
備
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
12
月
ま

で
で
、
４
７
７
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
11
万
１

３
５
４
円
）の
発
電
が
あ
り
ま
し
た
。

　
施
設
内
で
消
費
し
た
電
気
量
７
４
２
８
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時（
22
万
７
６
８
６
円
）と
比
べ
る

と
、
そ
の
64
パ
ー
セ
ン
ト
を
発
電
し
た
計
算

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
児
童
セ
ン
タ
ー
の
冷
暖
房
機

用
L
P
ガ
ス
使
用
料
（
６
５
３
・
４
立
方
メ

ー
ト
ル
、
17
万
１
５
２
２
円
）
を
含
め
た
使

用
光
熱
費
と
比
較
す
る
と
、
発
電
電
気
料

は
全
体
の
約
28
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　市では、市民の住宅用太陽光発電システム設置につ
いて、補助金を交付しています。１キロワット当たり
３万円で、上限10万円まで交付します。申請は設置完
了後半年以内です。
■問合せ先　市民環境部　ごみ減量課　環境担当
　　　　　　☎055（261）2044

　また、国でも、住宅用太陽光発電（最大出力10キロワ
ット未満）に対し、１キロワット当たり７万円の補助金
を交付しています。工事着工の15日前までに申請して
ください。
■問合せ先　山梨県地球温暖化防止活動推進センター
　　　　　　フィールド’21　☎055（228）3830

南館2階に設置されている発電量表示パネル



　
1
月
14
日
、
山
梨
県
主
催
の
「
食
の
や
ま

な
し
地
産
地
消
推
進
大
会
」
が
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
八
代
町
農
産
物
直
売

所
運
営
委
員
会
（
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
）
が
、

優
良
団
体
と
し
て
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
内
で
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
て
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
い
る
事
例
を
表
彰
し
、
広
く
紹
介

す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
平
成
16
年
度
の

開
店
か
ら
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
直
売
活

動
を
展
開
し
、
地
域
農
産
物
の
加
工
や
消
費

者
と
の
交
流
活
動
を
通
じ
て
、
地
産
地
消
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
月
27
日
、
学
び
の
杜
み
さ
か
に
お
い
て
、

「
甲
斐
日
産
の
森
」
森
林
整
備
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
甲
斐
日
産
自
動
車
株
式
会
社（
甲

府
市
）
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
森

林
整
備
活
動
を
行
う
内
容
の
協
定
を
、
森
林

所
有
者
や
森
林
整
備
事
業
者
、
市
と
結
ん
だ

も
の
で
す
。

　
同
社
は
、
今
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
そ

の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
今
回
の
森
林
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
整
備
が
行
わ
れ
る
の
は
、
御
坂
町
上
黒
駒

地
内
の
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
で
、植
栽
、

間
伐
、
森
林
・
林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
今
年
１
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

ま
で
３
年
間
の
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
協
定
の
仲
介
役
を
し
た
や
ま
な
し

森
づ
く
り
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
森
林
整
備

協
定
締
結
は
、
市
内
で
は
３
例
目
で
す
。

旬の野菜などを求めて多くの人が

握手を交わす関係者

　４月から、各種税の納付書が「バーコード付納付書」
に変わります。これまでの金融機関などに加え、全
国のコンビニエンスストアやゆうちょ銀行・郵便局
でも市税を納めることができるようになります。
※納付書変更に伴い、納税通知書も変更になります。

■対象税目
市民税・県民税(普通徴収分)、固定資産税・都市
計画税、軽自動車税、国民健康保険税

■納めることができる納付書
　コンビニエンスストアで納付できるのは、バー
コード付納付書のみです。また、30万円以下の納
税に限ります。
※納期限を一定期間過ぎた納付書は、コンビニエンスストアではお取り扱いできません。その場合は、

金融機関や市役所本庁・各支所などで納付してください。

■納付できるコンビニエンスストア
エーエム･ピーエム、エブリワン、ＭＭＫ� 設置店、くらしハウス、ココストア、コミュニティ・スト
ア、サークルＫ、サンクス、スパー北海道、スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、
セーブオン、セブン-イレブン、デイリーヤマザキ、ファミリーマート、ポプラ、ミニストップ、ヤマ
ザキデイリーストアー、ローソン（50音順）

■問合せ先　総務部　税務課・収税課　　市民環境部　国民健康保険課　　☎０５５(２６２)４１１１

　救急車の出動件数は年々増加しており、平成19年の出動の内の約50パーセ
ントは軽症者でした。このままでは、助かる命を助けることができません。
　皆さんには、次のような心がけをお願いします。

山梨県救急医療情報センター　☎055（224）4199
東山梨消防本部　　　　　　　☎0553（32）0119
笛吹市消防本部　　　　　　　☎055（261）0119

峡東地域保健医療推進委員会・峡東保健福祉事務所

　
お
と
と
し
７
月

か
ら
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
、

ヨ
ル
ダ
ン
で
若
者

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
実
施

し
て
い
る
天
野
裕
美
さ
ん
（
石
和
町
）
か

ら
現
地
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
は
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
、

ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ミ
テ
王
国
に
赴
任
（
ふ

に
ん
）
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
は
中
東

に
あ
る
王
国
で
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。
死
海
、
ペ
ト
ラ

遺
跡
な
ど
の
多
く
の
観
光
名
所
が
あ
る

の
ん
び
り
と
し
た
平
和
な
国
で
す
。
ま
た
、

笛
吹
市
と
同
様
に
ぶ
ど
う
栽
培
が
盛
ん
で
、

ワ
イ
ン
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
赴
任
先
の
マ
ダ
バ
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
の

中
で
は
少
数
派
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
住

民
の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
ベ

ー
ル
を
ま
と
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
女
性
と
、

十
字
架
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
下
げ
た
女
性

と
が
町
を
歩
い
て
い
て
、
な
か
な
か
興

味
深
い
町
で
す
。
世
界
中
か
ら
観
光
客

が
訪
れ
て
い
て
、
日
本
人
観
光
客
の
方

も
見
か
け
ま
す
。

　
私
の
職
場
で
あ
る
マ
ダ
バ
女
子
セ
ン

タ
ー
は
、
日
本
の
児
童
館
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
す
。
こ
こ
に
、
J
I
C
A
（
国
際

協
力
機
構
）
を
通
じ
て
、
笛
吹
市
か
ら
ピ

ア
ニ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
の
元
青
年
海
外
協
力
隊
の
方

の
呼
び
か
け
で
、
石
和
中
学
校
、
御
坂

中
学
校
、
石
和
南
小
学
校
、
御
坂
西
小

学
校
、
個
人
の
方
の
協
力
で
、
30
台
の

ピ
ア
ニ
カ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
の
学
校
で
は
、
音
楽
や
美

術
な
ど
の
情
操
教
育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、
マ
ダ
バ
女
子
セ
ン

タ
ー
に
も
楽
器
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
セ
ン
タ
ー
の
女
の
子
た
ち
は
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
先
日
開
催
さ
れ
た
環
境
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
女
の
子
た

ち
が
、
多
く
の
出
席
者
の
前
で
国
歌
を

ピ
ア
ニ
カ
で
演
奏
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、

誇
ら
し
げ
で
楽
し
そ
う
で
、
私
に
と
っ

て
も
、
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
私
の
ふ
る
さ

と
笛
吹
市
と
第
２
の
故
郷
マ
ダ
バ
を
、

ぐ
っ
と
近
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

センター長（左）とピアニカを演奏する女の
子たち

H19救急車出動件数
（山梨県）



春を満喫しながら健康づくり

　
「
み
ず
ウ
オ
ー
ク
」
は
、
「
水
辺
の
豊
か

な
自
然
の
中
を
歩
い
て
健
康
づ
く
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
笛
吹
川
沿
い
や
金
川
の
森
を
歩
き
な
が
ら
、

桃
の
花
が
咲
き
誇
る
笛
吹
市
の
春
を
満
喫

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
４
月
４
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分
受
付

■
集
合
場
所
　
清
流
公
園
芝
生
広
場

■
参
加
費（
当
日
申
し
込
み
）

　
高
校
生
以
上
　
７
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

■
主
催

笛
吹
市
、
読
売
新
聞
社
、
社
団
法
人
日

本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

■
問
合
せ
先

・
読
売
新
聞
東
京
本
社
事
業
開
発
部
「
み

ず
ウ
オ
ー
ク
」

　
☎
０
３
（
５
１
５
９
）５
８
８
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

in
fo

.y
o

m
iu

ri.c
o

.jp

　/
e

v
e

n
t/

c
u

ltu
re

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）３
３
３
８

（いずれのコースもスタート・ゴールは清流公園）
○７㎞　笛吹川サイクリングロード� →� 鵜飼

橋�→�小林公園足湯折り返し�→�同サ
イクリングロード

○10㎞　笛吹川サイクリングロード� →� 金川
の森公園かぶとむしの森駐車場折り
返し�→�英橋�→�笛吹橋�→�同サイク
リングロード

○20㎞　笛吹川サイクリングロード� →� 金川
の森公園から金川上流→四の橋�→�金
川下流�→�笛吹橋�→�同サイクリング
ロード�→�春日居駅前足湯折り返し→�
同サイクリングロード

　市では、キャッチフレーズ「週末は山梨にいます。」で大成功を収めた昨

年の「デスティネーションキャンペーン」に引き続き、県や民間団体、また

JR東日本の協力で、「花と名水��美し色の山梨」キャンペーンを実施します。

　期間中、市民の皆さんには、笛吹市を訪れる県内外からのお客様に「笛吹

市にまた来たい」と思っていただけるような温かいおもてなしをお願いします。

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　観光企画担当　��☎055（262）4111

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成

金
を
受
け
、
一
宮
町
地
域
に
「
小
城

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
な
る
も
の

で
す
。

　
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
も
、
宝
く
じ
は

役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

小城区コミュニティセンター

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111

笛吹市らしい

条例案ができると

いいわね～

いよいよ条例案の
形ができて
きたんだね～

笛ちゃん 吹ちゃん

　笛吹市男女共同参画推進委員会では、男女共同参画推進条例制定に向け、昨年6月に「男女

共同参画推進条例検討委員会」を組織しました。

　9月からは、山梨学院大学の山内幸雄先生からアドバイスをいただきながら、これまでに16

回の検討会を開催しています。

　身近に起こっている男女共同参画の視点からみ

て疑問に感じる事柄から「条例によって改善すべ

き現状」を探り、条文の基礎となる「論点整理」

を行いました。

　この作業は、とても大変でしたが、「市民の手で

つくる男女共同参画推進条例」制定に向け、委員

一人ひとりがお互いの意見を尊重し、毎回、夜遅

くまで議論を重ねてきました。

　先月行われた「輝け男女��笛吹フォーラム2008」

では、検討委員会の検討の様子や骨子案の概要な

どを報告・説明させていただき、会場の皆さんから意見をいただきました。今後は、いただい

た意見を取り入れながら、笛吹市らしさが感じられる条文を考え、市に提案していきます。



地蔵塚古墳

銅鏡（団栗塚古墳出土）

狐塚古墳

団栗塚古墳

　
笛
吹
市
に
は
、
古
墳
が
非
常
に
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
代
、
規
模
、
形
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
こ
の
探
訪
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
こ
れ
ま
で
岡
・

銚
子
塚
古
墳
（
八
代
町
岡
）
、
姥
塚
古
墳
（
御

坂
町
井
之
上
）、
積
石
塚
古
墳（
石
和
町
松
本
、

春
日
居
町
鎮
目
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
八
代
町
に
残
る
興
味
深
い
古
墳

の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　　
八
代
町
南
に
あ
る
円
墳
で
す
。
直
径
は
35

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
５
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

規
模
は
県
内
で
も
大
き
な
方
で
す
。

　
遺
体
を
納
め
た
石
の
部
屋
は
、
横
穴
（
よ

こ
あ
な
）か
ら
入
る
方
式（
横
穴
式
石
室
）で
、

南
西
側
の
墳
丘
の
す
そ
部
に
そ
の
口
を
開
け

て
い
ま
す
。
部
屋
の
壁
は
川
原
石
を
積
み
上

げ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
特
に
奥
壁
と
天
井
に

は
非
常
に
大
き
な
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
体
と
と
も
に
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
品
々

（
副
葬
品
）は
、
残
念
な
が
ら
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
古
墳
は
、
そ
の
地
域
で
権

力
を
振
る
っ
て
い
た
人
物
の
墓
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
造
ら
れ
た
時
代
は
、
石
室
の
造
り
方
か
ら
、

姥
塚（
う
ば
づ
か
）古
墳
と
同
じ
６
世
紀
終
わ

り
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
古
墳
は
、
八
代
町
北
に
あ
る
熊
野
神

社
の
す
ぐ
東
に
あ
り
ま
す
。
呼
び
名
は
「
ず

ん
ぐ
り
づ
か
」
で
す
。

　
本
来
は
前
方
後
円
墳
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

明
治
22
年
の
道
路
工
事
で
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、

現
在
は
後
円
部
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
の
際
、
後
円
部
の
頂
上
に
、
遺
体
を

埋
葬
す
る
施
設
が
２
カ
所
見
つ
か
り
ま
し
た
。

一
つ
は
竪
穴（
た
て
あ
な
）式
石
室
と
よ
ば
れ

る
タ
イ
プ
で
、
も
う
一
つ
は
組
み
合
わ
せ
石

棺
で
す
。
現
在
も
、
そ
れ
ら
に
使
わ
れ
た
石

材
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
竪
穴
式
石
室
か
ら
は
、
刀
が
２
本
、
矢
じ

り
が
10
本
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組

み
合
わ
せ
石
室
か
ら
は
、
刀
１
本
、
玉
類
の

ほ
か
、
直
径
11
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅

鏡
が
１
枚
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
、
５
世
紀
後
半
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
代
町
南
の
中
央
道
と
県
道
に
挟
ま
れ
た

地
区
に
あ
る
古
墳
で
す
。

　
前
方
後
円
墳
の
「
前
方
」
部
が
短
い
「
帆

立
貝
（
ほ
た
て
が
い
）
式
古
墳
」
と
呼
ば
れ

る
形
を
し
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
ま
だ

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
円
部
付
近
で
は
、

埴
輪
（
は
に
わ
）
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
初
期
に
前
方
部
に
土
俵
を
作
っ
た
時
、

鉄
剣（
両
刃
）、
鉄
刀
、
鉄
鉾（
て
つ
ほ
こ
）が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
時
代
は
、
５
世
紀
後
半

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
蔵
塚
古
墳

団
栗
塚
古
墳

狐
塚
古
墳

　
平
成
19
年
２
月
に
86
歳
の
生
涯
を
終
え
た

俳
人
飯
田
龍
太
を
し
の
び
、
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
担
当
編
集
者
を
務
め
た
鈴

木
氏
が
、
龍
太
の
家
族
愛
、
郷
土
境
川
に
対

す
る
思
い
な
ど
を
語
り
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
21
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
境
川
総
合
会
館

■
講
師

　
鈴
木
豊
一
氏（
角
川
学
芸
出
版
）

■
定
員
　
１
５
０
人

※
当
日
は
、
鈴
木
氏
所
蔵
の
飯
田
龍
太
の
資

料
を
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９�

　
ま
た
は
境
川
図
書
室

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

　
将
棋
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
将
棋
団
体
戦
を
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象

４
人
１
チ
ー
ム
な
ら
ど
な
た
で
も
（
小
・

中
学
生
、
シ
ル
バ
ー
、
女
性
が
所
属
す

る
チ
ー
ム
に
は
、
優
遇
措
置
を
設
け
る

予
定
）

■
日
時

　
３
月
22
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分
　
　
　�

　
開
催
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
参
加
費

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
（
昼
食
、
賞
品
代

含
む
）

■
定
員
　
16
チ
ー
ム（
予
定
）

■
申
込
締
切
　
３
月
６
日（
金
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に

な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
現
代
ア
ー
ト
作
家
を
中
心
に
、
子
ど
も
や

学
生
が
、
「
森
」
を
テ
ー
マ
に
野
外
で
ア
ー

ト
展
示
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
土
日
、
祝
日

は
、
音
楽
、
食
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
。

　
公
園
を
散
歩
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
３
月
14
日（
土
）〜
29
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森

■
主
催

　
金
川
の
森
ア
ー
ト
展
事
務
局

■
共
催

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
今
年
度
市
民
講
座（
ス
コ
レ
ー
大
学
）受
講

生
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
３
月
17
日（
火
）〜
29
日（
日
）�

　
開
館
時
間
中

　（
29
日
は
正
午
ま
で
）

※
た
だ
し
、
18
日
・
25
日
は
休
館

■
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か�

ロ
ビ
ー

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９�

受講生の力作が並びます



幕末期の「おかぶと」（個人蔵）

能成寺五輪塔

小川正子氏（中央）

　
市
民
講
座
か
ら
生
ま
れ
た
二
胡
教
室
の
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
７
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
開
演
　
午
後
２
時

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
入
場
料
　
無
料

　
若
彦
路
沿
い
に
あ
る
お
寺
、
神
社
、
古
墳
、

石
造
物
な
ど
を
訪
ね
歩
き
な
が
ら
、
「
ふ
る

さ
と
笛
吹
市
」
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　
３
月
７
日（
土
）※
小
雨
決
行

　
受
付
　
午
前
９
時
45
分
か
ら

　
散
策
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
集
合
場
所

　
市
八
代
支
所

■
内
容

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
え
ふ
き
」メ
ン

バ
ー
の
案
内
で
約
７
キ
ロ
の
道
を
散
策

○
散
策
コ
ー
ス

南
北
熊
野
神
社�

↓�

金
地
蔵�

↓�

能
成
寺

五
輪
塔�

↓�

狐
塚
古
墳�

↓�

う
す
の
清
水�

↓�

新
浜
道
祖
神（
昼
食
）�

↓�

八
幡
塚
古
墳

↓�

瑜
伽（
ゆ
か
）寺�

↓�

八
代
郷
土
館�

↓�

定
林
寺

■
定
員

　
約
30
人（
市
民
優
先
）

■
持
ち
物
・
服
装

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・
履
き
な
れ
た

運
動
靴

■
申
込
締
切
　
３
月
３
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
救
済
活
動
で
知
ら
れ
る

小
川
正
子
氏（
春
日
居
町
出
身
）の
生
涯
を
テ

ー
マ
に
、
春
日
居
郷
土
館
の
末
利
光
館
長
が

講
演
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
21
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

■
場
所
　
県
立
文
学
館
講
堂

■
料
金
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
１
０
０

　
か
つ
て
甲
州
独
自
の
節
供（
せ
っ
く
）人
形

と
し
て
親
し
ま
れ
た
「
お
か
ぶ
と
（
カ
ナ
カ

ン
ブ
ツ
）」は
、
張
子
で
作
ら
れ
た
武
者
な
ど

の
面
で
す
。

　
幕
末
期
や
明
治
時
代
の
「
お
か
ぶ
と
」

な
ど
を
展
示
し
、
記
録
な
ど
か
ら
、
甲
州

の
５
月
の
節
供
人
形
と
節
供
習
俗
に
つ
い

て
探
り
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
11
日（
水
）〜
４
月
13
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

■
観
覧
料

○
一
般
　
　
　
　
５
０
０
円

○
高
・
大
学
生
　
２
１
０
円

○
小
・
中
学
生
　
１
０
０
円

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

３
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
申
込
不
要
・
参
加
費
無
料
）

３
月
29
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
申
込
不
要
・
聴
講
料
無
料
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

　
ほ
か
の
学
校
や
、
違
う
学
年
の
お
友
達
と
、

１
日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
　
小
・
中
学
生

■
日
時
　
３
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
囲
碁
ル
ー
ル

19
路
盤
を
使
用
し
、
互
先
で
黒
の
６
目

半
コ
ミ
出
し

■
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
人

■
参
加
料
　
無
料

■
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒

※
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
八
田
家
書
院
で
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
ひ
な
人
形
や
ひ
な
飾
り
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　
4
月
19
日（
日
）ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
八
田
家
書
院

■
料
金

　
一
般
　
　
　
２
０
０
円

　
20
歳
未
満
　
１
０
０
円

■
展
示
内
容

　
ひ
な
段
飾
り
　
　（
明
治
時
代
）

　
男
び
な
・
女
び
な（
江
戸
時
代
）

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
国
分
寺
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
お
寺
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
専
門
研
究
家
が
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
14
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
講
師

　
須
田
　
勉
氏
　（
国
士
舘
大
学
）

　
十
菱
駿
武
氏
　（
山
梨
学
院
大
学
）

　
大
隈
清
陽
氏
　（
山
梨
大
学
）

※
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
笛
吹
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で

す
。
練
習
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日
・
場
所

○
石
和
地
区（
月
曜
日
）

　
石
和
西
小
学
校
体
育
館

○
御
坂
地
区（
火
曜
日
）

　
御
坂
西
小
学
校
体
育
館

○
八
代
地
区（
火
・
金
曜
日
）

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

○
境
川
地
区（
水
・
金
・
土
曜
日
）

　
境
川
小
学
校
体
育
館

○
春
日
居
地
区（
月
曜
日
）

　
春
日
居
中
学
校
体
育
館

　
各
地
区
と
も
、
午
後
８
時
か
ら
練
習
し
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会

会
長
　
山
下
宏
光

☎
０
９
０（
４
４

３
６
）３
８
３
３

昨年展示されたひな段飾り

甲斐国分寺塔跡発掘調査風景

　
３
月
20
日
に
開
催
予
定
の
「
高
嶋
ち

さ
子
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
公

演
は
、
高
嶋
さ
ん
の
体
調
不
良
の
た
め

延
期
に
な
り
ま
す
。
振
り
替
え
公
演
を

12
月
20
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
当
日
、

お
手
元
の
チ
ケ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
払
い
戻
し
を
ご
希
望
の
方
は
、
チ
ケ

ッ
ト
を
３
月
中
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９



　■
対
象
住
宅

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅
が

対
象
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

住
宅
（
同
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を
行

っ
た
場
合
も
可
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て

以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象
外
）

③
長
屋
や
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅
所
有
者

の
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て
い
る
１
棟

が
対
象
で
す
）

■
募
集
戸
数
　
30
戸

■
診
断
費
用

　
無
料（
市
が
全
額
負
担
）

■
申
込
期
間

　
３
月
10
日（
火
）〜
４
月
10
日（
金
）

■
申
込
方
法

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

２
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法
で
建

築
さ
れ
た
住
宅
で
、
「
山
梨
県
木
造
住
宅

耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
て

行
う
耐
震
診
断
（
上
記
の
耐
震
診
断
も
含

む
）
な
ど
で
、
総
合
評
点
が
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）
な

ど
②
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
の
住
宅

■
対
象
工
事

住
宅
の
総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
と
な

る
よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事
（
耐
震
補

強
に
結
び
つ
か
な
い
工
事
は
除
く
）

■
補
助
内
容

補
助
は
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１
以
内（
最
大
60
万
円
）

た
だ
し
、
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
が
実
施

す
る
工
事
の
場
合
は
、
費
用
の
３
分
の

２
以
内（
最
大
80
万
円
）

■
問
合
せ
先

　
建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
４

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学

校
の
学
生
、
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

○
高
等
学
校
普
通
科

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
を
利
用
し
な
が
ら
３
年
で

高
校
卒
業
資
格
取
得
）

○
生
涯
学
習
通
信
講
座

（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス

以
上
）

■
募
集
期
間

○
高
等
学
校
普
通
科

　
４
月
20
日（
月
）ま
で

○
生
涯
学
習
通
信
講
座

　
通
年

　
案
内
書
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
０
６
）８
８
８
１

春を感じながら植菌体験しませんか

　
近
年
の
自
然
食
志
向
で
き
の
こ
や
山
菜
の

需
要
が
高
ま
り
、
県
内
で
も
、
そ
の
採
取
や

生
産
を
農
閑
期
な
ど
の
収
入
源
に
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
栽
培
す

る
に
は
経
験
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
き
の
こ
・
山
菜
生
産
を
促
進
す

る
た
め
の
研
修
を
開
き
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
４
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
　

■
内
容
　
原
木
マ
イ
タ
ケ
・
ア
キ
タ
フ
キ
の

栽
培
方
法

※
ま
た
、
若
干
数
で
す
が
、
フ
キ
の
苗
を
配

布
し
ま
す
。

■
講
師

○
柴
田
　
尚
氏

　（
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所�

部
長
）

○
戸
沢
一
宏
氏

　（
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所�

主
任
研
究
員
）

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
３
月
３
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
２
１

　
地
元
産
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
種
菌
植
え
込
み

作
業
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
植
菌
し
た
原
木
を
２

本
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
20
日（
金
）※
雨
天
決
行

○
第
１
回

　
受
付
　
午
前
９
時

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
第
２
回

　
受
付
　
午
後
１
時

　
開
催�

�午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
各
回
30
人

■
参
加
費
　
８
０
０
円

■
服
装
・
持
ち
物

　
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

�
�

　
農
村
女
性
24
人
が
立
ち
上
げ
た
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
事
業
の
発
表
と
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
３
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合

○
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
女
性
が
輝
い
て
生
き
る
〜
と
き
め
き
ネ

ッ
ト
に
期
待
す
る
も
の
〜（
仮
）」

萩
原
な
つ
子
氏（
立
教
大
学
教
授
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
と
い
う
薬
の
発
見
で

世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
大
村

氏
が
、
自
身
の
人
生
や
故
郷
韮
崎
に
美
術
館

を
開
館
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し

ま
す
。

■
日
時
　
３
月
８
日（
日
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合

■
講
師
　
大
村
智
氏
（
北
里
研
究
所
名
誉
理

事
長
・
北
里
大
学
名
誉
教
授
）

■
定
員
　
１
５
０
人

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

ぴ
ゅ
あ
総
合�

県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
３
５
）４
１
７
１

　
新
入
社
員
の
心
構
え
や
あ
い
さ
つ
・
電
話

応
対
の
基
本
な
ど
、
明
日
か
ら
の
仕
事
に
い

か
せ
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

４
月
２
日（
木
）・
３
日（
金
）（
２
日
間
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

■
定
員
　
25
人

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
０
５
５
３（
３
２
）５
２
０
２



草花や野菜について学んでみませんか

　
山
梨
園
芸
高
校
で
は
、
一
般
を
対
象
に
授

業
を
開
放
し
ま
す
。

　
生
徒
と
一
緒
に
、
野
菜
と
草
花
の
栽
培
加

工
実
習
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　
20
歳
以
上
の
方

■
日
時

毎
週
火
曜
日
（
生
徒
の
長
期
休
業
期
間
を

除
く
）

午
後
１
時
20
分
〜
３
時
10
分

※
初
回
は
５
月
19
日
で
、
翌
年
１
月
上
旬
ま

で
約
20
回
開
催
予
定

■
受
講
科
目（
ど
ち
ら
か
選
択
）

○
野
菜
　

春
・
夏
野
菜
は
果
菜
類
、
秋
・
冬
野
菜

は
葉
茎
菜
類
を
中
心
と
し
た
栽
培
・
加
工
、

ま
た
、
施
設
栽
培
を
学
び
ま
す
。

○
草
花

花
壇
苗
、
鉢
花
、
切
り
花
の
栽
培
と
管
理
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
基
本

■
定
員

各
教
科
10
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
教
材
費

　
５
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
な
お
、
講
座
に
よ
っ
て
、
教
材
費
が
実
費

負
担
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
次
の
事
項
を
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
希
望
科
目
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

職
業
・
性
別
・
年
齢
」

■
受
付
期
間

３
月
23
日（
月
）〜
26
日（
木
）（
必
着
）

　
詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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w
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■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
６
―
０
０
２
６

笛
吹
市
石
和
町
中
川
１
４
０
０

山
梨
園
芸
高
校

園
芸
科
「
聴
講
生
」
係

（
担
当
　
米
山
・
平
井
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
５

　
障
害
を
お
持
ち
で
、
軽
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

■
対
象
者
　
左
の
表
を
参
照

�

■
受
付
期
間
　
５
月
１
日（
金
）〜
25
日（
月
）

※
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
車
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て
い
る

車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
（
18
歳
未
満
の
申
請
者
、
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
所
有
者
は
、
例

外
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

ま
た
は
各
支
所

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
平
成
21
年
度
の
新
し

い
保
険
証
を
３
月
下
旬
に
書
留
で
送
付
し
ま

す
。

�

古
い
保
険
証
は
４
月
か
ら
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
４
月
に
な
っ
て
も
新
し
い

保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
方
は
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
、
二
重
加
入
し
て
い
る

状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
国
民
健
康

保
険
の
喪
失
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
持
ち
物

職
場
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

印
か
ん

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
保

険
税
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
主
を
含

む
）
全
員
が
確
定
申
告
を
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
場
合
は
、
軽
減
の

適
用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
税
法
上
の
被
扶
養
者
の
方
以
外
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。
所
得
が
な
い
方
も
、

そ
の
旨
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
軽
減

に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
税
法
上
の
被
扶
養
者
以
外
の
方
は
、
収
入

が
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
旨
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
ま
た
は
各
支
所

　
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
納
付

は
お
済
み
で
す
か
。

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
再
度
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
の
年

度
更
新（
８
月
）の
際
に
未
納
が
あ
る
と
、
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
て
し
ま

う
場
合（「
短
期
被
保
険
者
証
」の
発
行
）が
あ

り
ま
す
。

※
保
険
料
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口

座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

金
融
機
関
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
ま
た
は
各
支
所

　
も
の
忘
れ
や
う
つ
な
ど
気
に
な
る
心
の
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
適
切
な
対
処
を
す
れ

ば
、
自
立
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
対
処
法
な
ど
を
学
ぶ
「
高
齢
者

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
方

■
日
時

　
３
月
25
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら
　
　
　
　
　

　
開
催
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

○
も
の
忘
れ
や
う
つ
な
ど
の
初
期
症
状
や
適

切
な
対
処

○
相
談
機
関
の
紹
介

○
脳
を
活
性
化
す
る
簡
単
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

■
講
師

石
川
一
仁
氏
（
峡
東
保
健
所
精
神
保
健
相

談
員
）

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　　��障　害　の　程　度� １級�２級�３級� ４級�５級� ６級

視覚障害（注１）� ○� ○� ○� ○

聴覚障害�� ○� ○

平衡機能障害��� ○

音声機能障害（注２）��� ○

上肢不自由（注３）� ○� ○

下肢不自由（注４）� ○� ○� ◎� ◎� ◎� ◎

体幹不自由� ○� ○� ○�� ◎

心臓機能障害� ○�� ○

腎臓機能障害� ○�� ○

呼吸器機能障害� ○�� ○

ぼうこうまたは直腸の機能障害� ○�� ○

小腸の機能障害� ○�� ○

ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能障害� ○� ○� ○

注１：視覚障害４級は４級の１のみです。
注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。
注３：両上肢に障害がある場合に限ります。
注４：下肢不自由３級については、両下肢に障害がある場合に限り、

生計を一にする方および単身で生活する障害者を常時介護す
る方の運転が認められます。

※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方は、
お問い合わせください。

◎……本人運転のみ該当
○……本人運転、または生計を一にする方、単身で生活

する障害者を常時介護する方の運転が該当



☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

　
市
で
は
、
市
内
在
住
の
障
害
者
な
ど
が
、

地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

「
社
会
参
加
支
援
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
既
に
受
け
て
い
る
方
の
平
成

21
年
度
更
新
申
請
を
、
３
月
２
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方

の
受
け
付
け
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者（
児
）、
発
達

障
害
児（
者
）

■
支
援
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
や
車
両
に
よ
る
移
動

支
援
サ
ー
ビ
ス

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス

日
中
の
一
時
預
か
り
を
中
心
と
し
た
サ

ー
ビ
ス

○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス

短
期
の
訓
練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力
の

向
上
を
図
る
サ
ー
ビ
ス

※
サ
ー
ビ
ス
量
は
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を

し
た
上
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
場
合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
申
請
場
所

　
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
よ
る
体
力
作
り
、
転

倒
予
防
の
体
操
指
導
で
す
。
冬
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象

　
市
内
在
住
の
障
害
者

■
日
時

　
３
月
６
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
対
象

　
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
方

■
日
時

　
３
月
４
日（
水
）午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

■
内
容

当
事
者
、
関
係
者
、
事
業
者
、
地
域
の

方
な
ど
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
予
定
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者（
児
）や
要
介
護

老
人
の
方
が
、
通
常
の
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
た
め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、

そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
①
、②
、③
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自

動
車
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を

受
け
て
い
な
い
方
で
、
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
程

度
が
肢
体
不
自
由
ま
た
は
視
覚
障
害
１

級
か
２
級
に
該
当
す
る
方
、
お
よ
び
内

部
機
能
障
害
１
級
の
方

②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
程
度
が
Ａ

に
該
当
す
る
方

③
要
介
護
老
人
（
非
課
税
世
帯
で
介
護
慰
労

金
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

■
助
成
内
容

タ
ク
シ
ー
利
用
乗
車
券（
１
枚
５
９
０
円
）

を
年
間
で
合
計
48
枚
交
付

（
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
券
分

24
枚
、
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
分
24
枚
）

■
有
効
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月

31
日

■
受
付
開
始
日

　
３
月
23
日（
月
）

※
５
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交
付
枚

数
が
減
り
ま
す
。

■
受
付
・
交
付
場
所

　
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所

■
持
ち
物

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳(

必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

○
印
か
ん

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

ま
た
は
各
支
所

　「
耳
の
日
」に
ち
な
み
、
記
念
講
演
と
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
１
日（
日
）　
開
場
　
午
後
１
時
　

■
場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
「
ゴ
ー
ル
ド

ル
ー
ム
」

■
内
容

○
記
念
講
演

　「
難
聴
と
耳
鳴
り
の
し
く
み
」

今
村
俊
一
先
生
（
今
村
耳
鼻
咽
喉
科
め
ま

い
・
難
聴
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　「
め
ま
い
の
診
断
と
治
療
」

石
山
哲
也
先
生
（
市
立
甲
府
病
院
　
耳
鼻

咽
喉
科
　
副
診
療
部
長
）

○
相
談
会

講
演
内
容
や
耳
鼻
咽
喉
科
の
病
気
と
難
聴
・

補
聴
器
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会
、

耳
鼻
咽
喉
科
医
会

■
問
合
せ
先

　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
７
３
）９
７
６
５

　
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る
「
体
験
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
た
く
さ
ん
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
３
月
15
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー（
午
前
10
時
か
ら
）

○
科
学
工
作
コ
ー
ナ
ー

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
パ
ト
カ
ー
・
高
機
動
車
・
バ
イ
ク
・
消

防
自
動
車
・
煙
体
験
）

○
図
書
館
コ
ー
ナ
ー（
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
）

○
鄙（
ひ
な)

の
会
コ
ー
ナ
ー（
お
茶
会
）

○
食
生
活
改
善
推
進
員
会
コ
ー
ナ
ー

　（
ク
レ
ー
プ
・
豚
汁
）

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
は
お
済
み

で
す
か
。
平
成
20
年
度
の
対
象
者
は
、
３
月

ま
で
無
料（
公
費
負
担
）で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

○
２
期

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

○
３
期

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

○
４
期

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

　
予
防
接
種
は
、
決
め
ら
れ
た
接
種
期

間
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
自
己
負
担
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
手
元
に
予
診
票
が
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票

の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年12月生まれ

平 成 2 0 年 3 月 生 ま れ

平成10年3月生まれ

現在見合わせています



　
平
成
21
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
賦
課
対
象
者
に
送
付
し
た
「
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
受
益
地
申
告
書
」
の
返
送
は
、

お
済
み
で
す
か
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
受
益
者
負
担
金
支
払
い

に
つ
い
て
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
返
送（
申
告
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
告
書
が
返
送
さ
れ
な
い
場
合
は
、

条
例
な
ど
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
賦
課
と

な
り
、
支
払
方
法
が
分
割
納
付(

報
奨
金

な
し)

に
な
り
ま
す
。

※
申
告
書
は
、
土
地
の
所
有
者
に
送
付
し
ま

し
た
。
所
有
地（
受
益
地
）に
つ
い
て
権
利

関
係
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
に

よ
り
受
益
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
口
座
振
替
支
払
い
を
ご
希
望
の
方
は
…

　
申
告
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
口
座
振

替
依
頼
書
に
記
入
し
て
、
次
の
金
融
機

関（
本
店
、
各
支
店
・
支
所
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

山
梨
中
央
銀
行
、
笛
吹
農
業
共
同
組
合
、

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
、
甲
府

信
用
金
庫
、
山
梨
信
用
金
庫
、
山
梨
県

民
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
水
道
料
金
や
市
税
な
ど
を
口
座
振
替
し
て

い
る
方
も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

　
ま
た
は
各
支
所

その月生まれのお友達、一緒にお祝いしてくれるお友達、みんなで誕生日をお祝いしま

しょう。（プレゼントあり）

■日時　毎月1日(土日、祝日などの場合は翌日)　午前10時30分～11時30分

■場所　きっずいちのみや　

きっずいちのみや3階大ホールを開放します。途中、スタッフによる体を動かす親子遊
びの時間もあります。
■日時　毎月第１金曜日　午前10時～12時

　子育てサークルの会員を募集します。入会希望の方は、お気軽にお問い合わせく
ださい。
　また、登録を希望するサークルや団体、自主サークルを作ってみたい方も募集し
ています。１年後には、サークルが独自に運営できるよう、スタッフがサポート、
その後の支援も行います。
※登録すると、きっずいちのみやのサークル室を無料で利用できます。（月1回）
※曜日別サークルは初めての方のみが対象です。

サークル名

月曜日サークル

火曜日サークル

水曜日サークル

木曜日サークル

金曜日サークル

親子体操

ジャイロキネシス

定員

10組

12組

12組

12組

12組

20組

15人

対象年齢

2カ月～3歳の兄弟

2～10カ月

2～10カ月

11カ月～1歳6カ月

1歳7カ月～3歳

歩けるお子さん
と保護者

就学前のお子
さんの保護者

活動日

毎月第2月曜

毎月第2火曜

毎月第2水曜

毎月第2木曜

毎月第2金曜

4月～9月
毎月第4火曜

4月～9月
毎月第3金曜

活動時間

午前
10時30分

12時

〜

〜

午前
10時30分

11時30分

〜

午前
10時30分

11時30分

会費など

月200円×12
カ月(材料費な
どを含む)
※前期・後期で
　徴収します。

6カ月コース
3,000円

※託児あり
��(要相談)

6カ月コース
3,000円

活動内容

親子あそび、わらべうた、
リトミック、手作り制作、
運動あそび
読み聞かせ、おしゃべ
りタイムなど

体を動かすことが大好
きな親子を募集します。
インストラクターの指
導で、親子のきずなを
深めましょう。

ハリウッド発祥、山梨初の
エクササイズ「ジャイロキ
ネシス」。
ヨガをベースにしたゆっく
りな動きで体の調子を整え、
シェイプアップしましょう。

お誕生日会

ホール開放の日

■問合せ先　子育て支援センター「�きっずいちのみや」　☎０５５３(４７)１３４５

負
担
金
を
分
割
・
一
括
す
る
場
合
の
報

償
額（
支
払
総
額
10
万
円
の
例
）

○
全
額
を
分
割
納
付

　
報
償
額
　
０
円

{

支
払
総
額
　
10
万
円
＝
（
５
０
０
０
円

×
４
期
）×
５
年}

○
５
年
分
を
一
括
納
付

　
報
償
額
　
１
万
８
３
３
０
円

　（
支
払
総
額
　
８
万
１
６
７
０
円
）

・
２
年
目
以
降
か
ら
一
括
納
付

　
報
償
額
　
１
万
１
４
０
０
円

　（
支
払
総
額
　
８
万
８
６
０
０
円
）

・
３
年
目
以
降
か
ら
一
括
納
付

　
報
償
額
　
６
１
０
０
円

　（
支
払
総
額
　
９
万
３
９
０
０
円
）

・
４
年
目
以
降
か
ら
一
括
納
付

　
報
償
額
　
２
４
５
０
円

　（
支
払
総
額
　
９
万
７
５
５
０
円
）

・
５
年
目
分
の
み
一
括
納
付

　
報
償
額
　
３
４
０
円

　
（
支
払
総
額
　
９
万
９
６
６
０
円
）

　
現
在
支
払
い
中
の
受
益
者
負
担
金
の
納
付

方
法
を
、
分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
一
括
納
付
に
は
報
奨
金
が

　
一
括
納
付
の
場
合
は
、
ま
と
め
て
支

払
い
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
報
奨
金

が
付
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
分
割
納
付
の
場
合
は
、
年

４
回
支
払
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
報

奨
金
も
付
き
ま
せ
ん
。

■
対
象

○
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

　
平
成
21
年
度
以
降
の
受
益
者
負
担
金

の
一
括
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
平

成
20
年
度
分
を
含
む
過
去
に
未
納
が
な

い
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
６
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
に
完
納
で
き
る

方
※
今
年
は
６
月
14
日
が
日
曜
日
の
た
め
、
納

付
期
限
は
12
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

14
日
に
開
設
す
る
市
役
所
本
庁
「
日
曜

窓
口
」
の
時
間
内
は
、
お
取
り
扱
い
で

き
ま
す
。

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
そ
の
際
に
、
氏
名
や
通
知
書

番
号（
ま
た
は
受
益
者
番
号
）、
過
去
の
納

付
状
況
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

―
受
益
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
届
け
出
を
―

　
受
益
者
の
住
所
や
受
益
者
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
書
は
下
水
道
課
や
各
支
所

に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

　
市
役
所
に
は
、
剪
定（
せ
ん
て
い
）枝
や
枯

れ
草
な
ど
の
野
焼
き（
焼
却
）に
関
す
る
苦
情

が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
林
業
を
営
む
上
で
や
む

を
得
な
い
も
の
（
剪
定
枝
な
ど
）
の
焼
却
は

例
外
で
す
が
、
近
隣
に
配
慮
せ
ず
焼
却
す

る
と
、
煙
で
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
剪
定
枝
な
ど
を
焼
却
す
る
場

合
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
近
隣
の
生
活
環

境
を
考
慮
し
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
周
辺
で
の
野
焼
き
は
で
き
る
だ
け
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

○
周
辺
に
住
宅
が
な
く
て
も
、
風
が
無
い
日

に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

○
少
量
ず
つ
焼
却
し
、
煙
が
で
な
い
よ
う
な

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
場
合
は
、

事
前
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　　
ま
た
、
市
で
は
、
野
焼
き
を
減
ら
し
、
剪

定
枝
の
た
い
肥
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
剪
定

枝
粉
砕
機（
チ
ッ
パ
ー
）の
共
同
購
入
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

市
内
農
業
者
で
構
成
す
る
５
経
営
体
以

上
の
グ
ル
ー
プ

■
補
助
内
容

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内（
最
大
50
万
円
）

　
募
集
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
遊

休
農
地
化
防
止
の
た
め
に
、
農
地
を
借
り

た
い
方
、
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て

い
ま
す
。

■
次
の
農
地
を
借
り
た
い
方
募
集

○
御
坂
町
蕎
麦
塚
地
区
　
１
０
２
３
㎡

■
次
の
農
地
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
募
集

○
一
宮
町
末
木
地
区

　
１
０
０
０
㎡

○
御
坂
町
下
黒
駒
地
区
・
井
之
上
地
区

　
１
０
０
０
㎡
〜
１
５
０
０
㎡

○
石
和
町
東
油
川
地
区

　
１
０
０
０
㎡
〜
１
５
０
０
㎡

　
ま
た
、
ほ
か
に
も
貸
し
借
り
し
た
い
土
地

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１



　
平
成
21
年
度
以
降
の
市･

県
民
税
の
う
ち
、

20
年
分
の
公
的
年
金
等
の
所
得（
雑
所
得
）に

係
る
部
分
の
市･

県
民
税
に
つ
い
て
、
10
月

支
給
分
の
公
的
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
等
）か

ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）す
る
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

■
対
象
者

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、
65
歳
以
上
の

公
的
年
金
受
給
者
で
、
個
人
住
民
税
の
納

税
義
務
が
あ
り
、
か
つ
年
額
18
万
円
以
上

の
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退

職
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

■
対
象
税
額

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年
金
な

ど
す
べ
て
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所

得
額
に
応
じ
た
税
額
（
老
齢
基
礎
年
金
ま

た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
）

■
開
始
時
期

　
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

※
平
成
21
年
度
の
税
額
の
半
分
は
、
平
成
21

年
６
月
と
８
月
に
、
普
通
徴
収
（
納
税
通

知
書
や
口
座
振
替
）
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
や
対
象
外
の
方
の
個
人
住

民
税
の
支
払
い
方
法
は
、
従
来
ど
お
り

で
す
。

※
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
で
は
、
納
税
の
た
め
に
金
融
機

関
へ
出
向
い
た
り
、
現
金
を
用
意
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
受
給
者
が
支
払

う
べ
き
個
人
住
民
税
を
、
年
金
保
険
者（
社

会
保
険
庁
な
ど
）が
市
町
村
へ
直
接
納
め
、

受
給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税

を
差
し
引
い
た
差
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
平
成
21
年
度
（
平
成
20
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
寄
付
分
）
か
ら
、
日
本
赤
十
字
や
共

同
募
金
な
ど
の
一
般
寄
付
金
控
除
が
、
所
得

控
除
方
式
か
ら
税
額
控
除
方
式
に
な
り
、
適

用
下
限
額
も
10
万
円
か
ら
５
０
０
０
円
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
控
除
率
は
市
民
税
６
パ
ー
セ
ン
ト
、

県
民
税
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
付
を
し
た
場

合
は
、
特
例
控
除
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
ふ
る
さ
と
納
税
）。

　
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
金
の
う
ち
、
適

用
下
限
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定

限
度
ま
で
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
控
除
し

ま
す
。

■
税
額
控
除
の
計
算
方
法
（
市
民
税
・
県
民

税
合
わ
せ
て
）

①
一
般
寄
付
の
場
合
（
日
本
赤
十
字
や
共
同

募
金
な
ど
）

　
（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
―
５

０
０
０
）×
10
％

②
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
の
場
合
（
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど)

　
（
寄
付
金
―
５
０
０
０
円
）
×
（
90
％
―
0

〜
40
％
）＝（
寄
付
者
に
適
用
さ
れ
る
所
得

税
の
限
界
税
率
）

※
②
の
限
度
額
は
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の

１
割
で
す
。

■
控
除
対
象
限
度
額

総
所
得
金
額
な
ど
の
30
％
に
な
り
ま
す
。

（
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
金
以
外
の
寄

付
金
と
の
合
計
額
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
し
て
か
ら
目
に
障
害
を

持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る

お
子
さ
ん
を
指
導
し
て
い
る
先
生
な
ど
、
目

の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２
）

■
相
談
料
　
無
料

■
申
込
方
法

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
受
付
　
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

※
こ
の
相
談
会
は
、
同
校
へ
の
就
学
相
談
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー（
担
当
　
浅
川
・
佐
田
）

　
☎
０
５
５（
２
２
６
）３
３
６
１

�
�

�お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」、「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
対
象
　
０
歳
児
か
ら

■
日
時

　
３
月
19
日（
木
）・
20
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

　
県
立
ろ
う
学
校
　
乳
幼
児
指
導
室

　（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
相
談
内
容

○
お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方
ア
ド
バ

イ
ス（
育
児
相
談
）

○
聴
力
測
定
・
補
聴
器
相
談

■
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
３
月
16
日（
月
）　
午
後
５
時
ま
で

※
来
校
が
難
し
い
場
合
は
、
電
話
や
Ｅ
メ
ー

ル
で
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
（
た

だ
し
、相
談
会
開
催
期
間
中
を
除
く
）

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
担
当
　
中
込
）

☎
０
５
５
３（
２
２
）１
３
７
８

　
℻
０
５
５
３（
２
２
）６
４
１
９

　E
-
m

a
il

　so
d

a
n

@
ro

g
a
k

o
.k

a
i.e

d
.jp

　
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複
数
の

金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方

■
日
時

　
３
月
11
日（
水)

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

■
相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）　

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、混
雑
す
る
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
生
活
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
担
当
相
談
員

が
出
向
き
、
「
移
動
県
民
相
談
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　
３
月
17
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
階
１
０
２
会
議
室

■
相
談
内
容

法
律
相
談
（
家
族
・
近
隣
問
題
、
相
続
・

金
銭
貸
借
）
、
交
通
事
故
相
談
、
労
働
相

談
、
消
費
生
活
相
談

■
問
合
せ
先

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
６
６

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、

土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
協
力

会
会
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
18
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
境
川
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

※
予
約
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
担
当
　
小
澤
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）７
８
０
８

　春は空気が乾燥して、山火事が起こりやすくなり
ます。
　森林は、私たちの生活にかかせない水や空気を与
えてくれる大切な財産です。また、地球温暖化の原
因である二酸化炭素を吸収してくれています。
　ところが、一旦火災などで森林が失われると、そ
の機能の回復には何十年もの年月と多額の費用がか
かります。
　山火事のほとんどは、人間の不注意で起きている
ので、私たち一人ひとりが火の取り扱いに注意すれ
ば防ぐことができます。
　かけがえのない貴重な森林を守るため、皆さんの
ご協力をお願いします。

○枯れ草などがある火災が起こりやすい場所では
たき火をしない

○たき火など火気の使用後、その場所を離れると
きは完全に消火する

○強風や乾燥時には、たき火、火入れをしない
○火入れを行う際、許可を必ず受ける
○たばこは、指定場所で喫煙し、吸いがらは必ず

消火するとともに、投げ捨てない
○火遊びをしない

※３月１日から７日まで「全国山火事予防運動」統
一実施期間として、警戒を強化しています。

昨年12月に発生した大蔵経寺山火災



　
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
６
日（
金
）・
22
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

※
当
日
、
結
婚
相
談
者
の
登
録
を
行
う
場
合

は
、
印
か
ん
・
Ｌ
版
の
顔
写
真(

本
人
が

一
人
で
写
っ
て
い
る
も
の)

が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議
で
は
、
平
成
20
年

度
「
緑
の
募
金
」
運
動
を
春
と
秋
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
で
、
合
計
で
２
８

８
万
８
１
１
８
円
も
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た（
家
庭
・
企
業
募
金
、
職
場
募
金
含
む
）。

　
こ
の
「
緑
の
募
金
」
は
、
市
内
の
学
校

へ
の
植
栽
や
緑
化
資
材
の
購
入
、
公
共
施

設
の
緑
化
、
緑
の
少
年
隊
育
成
、
緑
化
啓

発
な
ど
、
同
緑
化
推
進
会
議
の
緑
化
事
業

に
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
源
の
森
や
み
ん
な
の
森
の
造
成
、

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
の
整
備
、
熱

帯
林
保
全
の
国
際
協
力
、
砂
漠
緑
化
な
ど
に

も
募
金
が
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議
（
産
業
観
光
部
　

農
林
振
興
課
内
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
平
成
21
年
度
の
笛
吹
市
の
入
札
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
３
月
25
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
持
ち
物

資
料
を
３
月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
示
し
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
車
で
お
越
し
の
方
は
、
会
場
の
裏

側
に
あ
る
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
３
０

㈱
セ
ル
バ
御
坂
店
・
境
川
店
様

(

御
坂
町
・
境
川
町
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

三
枝
茂
雄
様（
一
宮
町
）

【
図
書
室
用
書
架
２
架�

】

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

指定避難所看板設置� 市指定避難所� ¥4,150,000� ¥3,243,585�（株）三光社� 平成20年12月11日

一宮西小学校北館屋上フェンス改修工事� 一宮町東原� ¥1,630,000� ¥1,500,000� 風間建設（株）� 〃

排煙用ガラスオペレーター等改修工事� 春日居福祉会館� ¥1,700,000� ¥1,360,000� ラボ（有）� 〃

東油川ごみ集積場造成工事� 石和町東油川� ¥5,180,000� ¥5,000,000�（株）芦沢組土木� 〃

みさかの湯給湯設備改修工事� 御坂町成田� ¥4,850,000� ¥3,780,000� テクノスエンジ（株）� 〃

ノートパソコン、プリンター及びMicrosoftOffice�Professional�ライセンス購入� 石和町指定場所� ¥9,000,000� ¥6,400,000�（株）ＹＳＫe-com� 平成20年12月25日

市道石和10号線測量設計業務委託� 石和町上平井� ¥1,360,000� ¥938,000�（株）浅川工営峡東支店� 〃

市道石和405号線測量設計業務委託� 石和町河内� ¥3,400,000� ¥2,334,000�（株）浅川工営峡東支店� 〃

笛吹市下水道整備・再検討業務委託� 市内全域� ¥5,800,000� ¥3,450,000�（株）日水コン山梨事務所� 〃

一宮町配水管布設工事第10工区（新巻）� 一宮町新巻� ¥2,600,000� ¥2,520,000�（株）佐野緑化土木� 〃

水道舗装本復旧工事第2工区（一宮）� 一宮町金沢・東新居� ¥6,800,000� ¥6,550,000�� 〃

今井川安全施設設置工事� 石和町井戸� ¥4,800,000� ¥4,650,000�（株）芦沢組土木� 〃

笛吹市道区画線補修業務委託� 市内� ¥6,000,000� ¥5,670,000�（株）内外� 〃

林道維持管理業務その２� 御坂町・境川町・芦川町�¥2,250,000� ¥2,090,000�（株）上組� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（９工区）�� ¥3,800,000� ¥3,650,000�（有）雨宮組� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託（８工区）�石和町・一宮町・春日居町�¥3,800,000� ¥3,680,000�（有）桃李� 〃

市道一宮３－163号線側溝改修工事� 一宮町金沢� ¥4,200,000� ¥4,100,000�（株）栗田工業� 〃

市道御坂552号線側溝改修工事� 御坂町大野寺� ¥4,200,000� ¥4,050,000�（株）上野建工� 〃

市道春日居３－464号線道路改良工事� 春日居町加茂� ¥6,000,000� ¥5,850,000�（株）総合建設斉藤組� 〃

国衙水路改修工事� 御坂町国衙� ¥6,200,000� ¥6,000,000�（株）日工建設� 〃

藤垈水路改良工事� 境川町藤垈� ¥9,800,000� ¥9,600,000�（株）中村工務店� 〃

中寺尾水路改良工事� 境川町中寺尾� ¥9,800,000� ¥9,450,000�（有）笛南興業� 〃

金田農道改良工事� 一宮町本都塚・金田�¥18,800,000� ¥18,000,000�武藤工業（株）� 〃

市道石和558号線道路改良工事（１工区）� 石和町小石和� ¥26,500,000�¥25,700,000�（株）八木沢興業峡東支店� 〃

配水管布設工事（境川３工区）�� 境川町� ¥12,200,000�¥10,240,000�（有）浅川住宅設備� 平成20年12月25日※

水道舗装本復旧工事第３工区（一宮）� 一宮町南野呂� ¥9,700,000� ¥9,200,000� 丸浜舗道（株）� 〃

舗装本復旧工事第16工区（御坂）� 御坂町国衙� ¥10,500,000�¥9,980,000�（株）早野組� 〃

市道塩田金沢線道路改良工事� 一宮町新巻�¥111,000,000�¥107,250,000�（株）飯塚工業� 〃

消防新入団員貸与品購入事業� 市役所本庁・各支所�（単価）¥18,000� ¥17,200� 東八防災（株）� 平成21年1月22日

下水道管渠実施設計委託第９工区(一宮)� 一宮町東原・田中・末木�¥5,000,000� ¥1,840,000�� 〃

路線測量業務委託１�� ¥1,460,000� ¥1,300,000�（株）ケイ・データエンジニア笛吹支店� 〃

路線測量業務委託２� 一宮町� ¥3,000,000� ¥2,640,000�（株）太陽設計笛吹支店� 〃

市道石和380号線測量設計業務委託� 石和町今井� ¥3,700,000� ¥3,300,000�（株）宮下測量� 〃

市道石和187号線他詳細設計業務委託� 石和町下平井� ¥7,100,000� ¥6,400,000�（株）ブレーンズ� 〃

高家堰外２件測量設計業務委託� 八代町高家ほか� ¥9,100,000� ¥7,900,000�（株）山梨技術研究所� 〃

春日居地内道路・水路測量設計委託� 　� ¥9,400,000� ¥8,430,000�（株）カワイ� 〃

市道石和８号線歩道橋他詳細設計業務委託� 石和町東油川�¥20,300,000� ¥15,800,000�（株）富士エンジニアリング� 〃

市道御坂110号線外舗装工事� 御坂町上黒駒� ¥1,480,000� ¥1,420,000�� 〃

春日居地内舗装工事３� 春日居町� ¥6,200,000� ¥6,000,000�（株）拓甲建設笛吹支店� 〃

市道八代726号線舗装工事� 八代町米倉� ¥11,800,000� ¥11,350,000�中央道路（株）� 〃

南館１階大会議室改修工事� 石和町市部� ¥4,800,000� ¥4,560,000� 風間興業（株）� 〃

下水道管渠布設工事第31工区（春日居）� 春日居町別田� ¥1,600,000� ¥1,540,000�（有）末木建設� 〃

市道御坂202号線改良工事� 御坂町上黒駒� ¥3,000,000� ¥2,900,000�（株）日工建設� 〃

市道御坂10号線側溝改修工事� 御坂町下野原� ¥4,000,000� ¥3,880,000�（株）古屋工業� 〃

市道春日居３－222号線改良工事� 春日居町熊野堂� ¥5,300,000� ¥5,030,000�（株）小越建設� 〃

春日居支所駐車場改修工事� 春日居町寺本� ¥5,800,000� ¥5,560,000�（株）栗田工業� 〃

市道一宮２－１号線側溝改修工事� 一宮町新巻� ¥6,100,000� ¥5,900,000�（株）佐野緑化土木� 〃

一宮南小学校職員駐車場石積及び水路改修工事� 一宮町土塚� ¥9,300,000� ¥9,000,000�（株）芦沢組土木� 〃

下水道管渠布設工事第30工区（石和）� 石和町下平井� ¥22,300,000�¥20,000,000�（株）栗田工業� 〃

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業

御坂町・八代町・境川町・
芦川町ほか

新都上下水道設計（株）山梨支社
御坂町・八代町・境川町・

芦川町

春日居町小松・国府・桑戸

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

　消防団は、消火活動や火災予防活動を行うなど、
地域の安心・安全を守るために不可欠な存在です。
消防団員として、自分の手で地域の安心・安全を
守りませんか。

■入団資格　18歳以上で、市内在住の方または市
内に勤務している方(男女を問いませ
ん)

※入団は通年で受け付けています。
※入団方法など、詳しくはお問い合わせください。

消防団の主な活動
○災害時の活動
　消火活動　救助・救出活動　防災活動

○平常時の活動
　地域の防火・安全啓発活動　消火・防災訓練

■問合せ先　総務部　総務課　消防防災担当
　　　　　　☎０５５(２６２)４１１１



■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
４
月
か
ら
、
市
内
全
域
の
可
燃
ご
み
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ

ー
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
時
間
が
、
午
前
８
時
30

分
ま
で
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
地
域
で
可
燃
ご
み
・

資
源
物
の
排
出
曜
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
時
間
・
曜
日
を
守
っ
て
ご
み
の
排
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
甲
府
市
な
で
し
こ
工
房
で
再
生
し
た
自
転
車
（
大
人
用
60

台
・
子
ど
も
用
10
台
）を
、
安
価
で
お
譲
り
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
７
日（
土
）

○
展
示
・
応
募
受
付

　
午
前
９
時
〜
10
時

○
抽
選
会
・
搬
出

　
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
甲
府
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
品
頒
布
室

（
甲
府
市
上
町
６
０
１
―
２
）

■
問
合
せ
先
　
甲
府
市
環
境
保
全
課

　
☎
０
５
５（
２
４
１
）４
３
２
７

　
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
対
象
品
目
に
追
加
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
法
で
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
は
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
の
登
録
も
義

務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
と
新
規
登
録
を
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

愛
犬
と
一
緒
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
登
録
し
て
い
る
飼
い
主
に
は
、
ハ
ガ

キ
を
発
送
し
ま
す
。
必
ず
ハ
ガ
キ

ハ
ガ
キ
を

会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
射
場
所
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
支
払
い
は
つ
り
銭
の
な
い

つ
り
銭
の
な
い

よ
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
で
す
。
登
録

済
み
の
犬
は
、
登
録
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

○
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、
ど

こ
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
以
外
で
の
訪
問
な

ど
に
よ
る
注
射
は
、
注
射
料
金
が
割

り
増
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
死
亡
し
た
犬
の
届
け
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
ご
み
減
量
課
か
お
近
く
の

支
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

予 防 注 射 料 金

注射済票交付手数料

登 録 手 数 料

　 合 　 計 　

実施場所で行った場合 訪問してもらった場合

登録済犬

2,850円

550円

3,400円

4,050円

550円

4,600円

2,850円

550円

3,000円

6,400円

4,050円

550円

3,000円

7,600円

新規登録犬 登録済犬 新規登録犬

登録済みの犬の飼育者には通知が郵送されますので、必ず会場にお持ちください。

実施日 場　　所 時　　間 実施日 場　　所 時　　間

石
　
　
和
　
　
町

４月６日（月）

川中島公民館� ����午前 9：30～10：30

八田公民館� ����午前10：50～11：40

小林公園� ����午後 1：15～ 2：00

窪中島公民館� ����午後 2：20～ 3：00

日の出出荷所� ����午前 9：30～10：20

� 午前10：40～11：40

広瀬公民館� ����午後 1：15～ 2：00

唐柏集落センター� ����午後 2：20～ 3：00

� �午前 9：30～10：30

� �午前10：50～11：40

東高橋公民館� ����午後 1：15～��1：50

河内公民館� ����午後 2：10～��3：00

� 午前 9：30～10：30

山岸公民館� ����午前11：00～11：50

奈良原集落センター�����午前 9：00～ 9：30

門林公民館� ����午前 9：45～10：10

下の川公民館� ����午前10：20～10：45

岡集落センター� ����午前11：00～11：45

高家集落センター� ����午後 1：15～ 2：00

御崎林コミュニティセンター�午後 2：15～ 2：45

北公民館� ����午後 3：00～ 4：00

米倉集落センター� ����午前 9：00～ 9：45

永井集落センター� ����午前10：00～10：45

増田営農センター� ����午前11：00～11：45

新浜集落センター� ����午後 1：15～ 1：45

八代支所駐車場� ����午後 2：00～ 3：30

大黒坂集荷所� ����午前 9：30～10：00

小黒坂集荷所� ����午前10：15～11：00

小山公民館� ����午前11：15～11：45

前間田コミュニティセンター� 午後 1：30～ 2：00

石橋農産物加工センター�午後 2：15～ 3：00

三椚公民館� ����午後 3：15～ 3：45

大坪ふれあいプラザ�����午後 4：00～ 4：30

大窪公民館� ����午前 9：30～10：00

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）�午前10：15～11：00

原公民館� ����午前11：15～11：45

上寺尾公民館� ����午後 1：30～ 2：00

中寺尾公民館� ����午後 2：15～ 2：45

間門（新）公民館� ����午後 3：00～ 3：30

桑戸公民館� ����午前 9：10～10：20

別田チビッコ広場� ����午前10：30～12：00

国府公民館前� ����午後 1：10～ 2：20

春日居スポーツ広場駐車場��午後 2：40～ 3：30

４月７日（火）

４月８日（水）

４月９日（木）

八
　
代
　
町

４月13日（月）

４月14日（火）

境
　
川
　
町

４月15日（水）

４月16日（木）

春
日
居
町

４月17日（金）

笛吹農協石和支所第２共選所
（四日市場公民館）

笛吹農協富士見支所東部共選所
（小石和）
笛吹農協富士見支所南部共選所

（井戸）

笛吹農協石和支所第３共選所
（中川）

新上宿公民館� ����午前 9：00～ 9：20

戸倉公民館� ����午前 9：30～ 9：50

十郎出荷所� ����午前10：00～10：20

林業センター� ����午前10：30～11：00

梶原公知宅前� ����午前11：10～11：40

坂野公民館前出荷場� ��午後 1：10～ 1：30

道駒公民館� ����午後 1：40～ 2：00

東部公民館� ����午後 2：10～ 2：40

八反田公民館� ����午後 2：50～ 3：10

下黒駒公民館� ����午後 3：20～ 3：50

成田公民館� ����午前 9：00～10：30

下成田公民館� ����午前10：50～11：30

下井之上集落センター��午後 1：10～ 2：00

二之宮公民館� ����午後 2：20～ 3：20

金川原公民館� ����午前 9：30～10：20

井之上公民館� ����午前10：40～11：30

夏目原公民館� ����午後 1：00～ 1：50

栗合公民館� ����午後 2：10～ 3：10

南コミュニティセンター�午前 9：00～ 9：20

室部公民館� ����午前 9：30～ 9：50

神有公民館� ����午前10：00～10：20

大野寺公民館� ����午前10：30～10：50

二階公民館� ����午前11：00～11：20

尾山公民館� ����午前11：30～12：00

下野原公民館� ����午後 1：20～ 2：00

蕎麦塚公民館� ����午後 2：10～ 2：30

八千蔵コミュニティーセンター� 午後 2：40～ 3：00

田中公民館� ����午前 9：30～10：30

竹原田公民館� ����午前10：45～11：30

甲斐奈神社� ����午後 1：00～ 3：00

市之蔵果実組合� ����午前 9：30～10：30

塩田果実組合� ����午前10：45～11：30

笛吹農協一宮第六統合共選所� 午後 1：00～ 2：00

イ�果実組合� 午後 2：15～ 3：00

末木果実組合� ����午前 9：30～11：30

笛吹農協一宮第三統合共選所�午後 1：00～ 3：00

上芦川諏訪神社前� ����午前 9：30～10：00

新井原公民館前� ����午前10：15～10：30

ふるさと総合センター前�午前10：45～11：15

鶯宿公民館前� 午前11：30～12：00

御
　
　
坂
　
　
町

４月20日（月）

４月21日（火）

４月22日(水）

４月23日（木）

４月24日（金）

４月27日（月）

４月28日（火）

４月30日（木）

一
　
宮
　
町

芦
川
町

　５月に予備日を予定していますので、上の日程で都合が
つかない方は、お問い合わせください。
■問合せ先　市民環境部　ごみ減量課　環境担当
　　　　　　☎０５５(２６２)４１１１



守備の指導をする金子選手

　
１
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
プ
ロ
野
球
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
金
子
誠
選

手
ら
４
人
が
、
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め

春
日
居
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
１
月
10
日
に
は
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
に
投

球
や
守
備
な
ど
を
指
導
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
プ
ロ
選
手
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
は
選
手
歓
迎
会
な
ど
も

開
か
れ
、
参
加
者
と
選
手
た
ち
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　　
１
月
16
日
、
今
季
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

に
入
団
す
る
小
池
悠
貴
選
手
が
、
荻
野
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
小
池
選
手
は
石
和
町
出
身
で
、
小
学
４
年

生
の
時
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
石
和
Ｓ
Ｓ
Ｓ

に
所
属
。
大
学
在
学
中
に
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
関
係
者
か
ら
声
が
か
か
り
、
入
団
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
小
池
選
手
の
持
ち
味
で
あ
る
打
点
の
高
い

ヘ
デ
ィ
ン
グ
と
体
の
強
さ
を
い
か
し
た
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

抱負を語る小池選手(中央)

太鼓衆「猿」による迫力の演奏

　
１
月
24
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
で
、
笛
吹
市
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
笛
吹
市
太
鼓
連
合
（
梶
原
保
男

会
長
）
が
、
市
内
の
和
太
鼓
愛
好
家
の
交
流

と
、
演
奏
活
動
を
披
露
す
る
場
と
し
て
開
い

た
も
の
で
、
今
回
で
５
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
山
梨
園
芸
高
校
す
い
れ
き
太
鼓

部
や
英
保
育
園（
御
坂
町
）
の
園
児
た
ち
、
甲

斐
い
ち
の
み
や
桃
源
太
鼓
な
ど
９
組
が
演
奏

を
披
露
し
、
満
員
と
な
っ
た
会
場
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
で
、
「
健
康
長
寿
を
伸
ば
す
地
域

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
笛
吹
市
健
康
づ
く

り
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
大
学
社
会
医
学
講
座
教
授
の
山
縣
然

太
朗
氏
が
、「
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
講
座
」

の
成
果
に
つ
い
て
講
演
。
講
座
受
講
者
に
よ

る
体
験
発
表
や
食
生
活
改
善
推
進
員
、
愛
育

班
、
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
に
よ
る
活
動
発

表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
山
縣
氏
、
荻
野
市
長
、
関
係
団
体
代

表
者
が
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し

た
。

シンポジウムのテーマは「生涯を通じた健康づくり」

　皆さんは「スコニティ」という制度をご存知ですか。

　「スコニティ」は、行政区で講師を招いて生涯学習

の機会を設ける場合に、その講師料の助成を行う笛

吹市の制度を言います。

　12月４日、石和町河内区婦人部では、この制度を

利用してマルチクラフト作家を講師に迎え、「正月縁

起物」作りを実施しました。

　参加した皆さんは、「吉祥（きっしょう）結び」、「几

張（きちょう）結び」、「あわじ玉」など、日本に古く

から伝わるひも結びを学びながら、縁起物の陶玉（と

うだま）と組み合わせた正月飾りを、３時間ほどで完

成させました。少し難しかったものの、日本の伝統

に触れながら、全員が懸命に作業に取り組んでいま

した。完成後は講師を交えて昼食会を開き、お話を伺うことで、創作活動や学ぶことへの意欲を

高めました。

　今年度は、多くの行政区で「スコニティ」を利用し、地域ぐるみで学習に取り組んでいただき

ました。今後も、より多くの行政区の皆さんに学ぶ機会を得ていただけるよう、サポートしてい

きたいと思っています。

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎０５５（２６１）３３３９

　
一
宮
町
在
住
の
田
辺
武
夫
氏
の
作
品
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
宮
の
風
景
や
冬

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
山
々
を
描
い
た
風
景

画
、
温
か
み
の
あ
る
静
物
画
な
ど
、
約
30

点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間
　
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

　
甲
府
市
在
住
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
岡
村
孝

子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

明
る
い
フ
ル
ー
ト
の
音
色
で
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
３
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら

■
定
員
　
60
人

　
（
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）

■
申
込
受
付
　
３
月
１
日
（
日
）
か
ら

■
入
場
料
　
無
料

　
当
博
物
館
を

楽
し
く
ご
利
用

い
た
だ
き
な
が

ら
、
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
会
員
特
典

○
会
員
証
提
示
で
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
当
館
の
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
な
ど
の
先
行
申
込
が

で
き
ま
す
。

■
会
員
期
限

　
１
年
（
入
会
し
た
年
度
末
（
３
月
末
）
ま

で
）

※
本
年
度
中
に
入
会
し
た
方
の
会
員
期
限

は
、
２
０
０
９
年
度
末

２
０
０
９
年
度
末
ま
で
で
す
。

■
会
費
　
１
０
０
０
円
（
一
年
度
）

■
入
会
方
法

　
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
当

館
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も
無
料

に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



参加した子どもたちは真剣な表情

優勝した関本さん（石和東小3年）（右）
と赤尾さん（石和東小6年）

　
１
月
17
日
、
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
で
小
学
生
百
人
一
首

大
会
が
開
催
さ
れ
、
７
つ
の

小
学
校
か
ら
参
加
し
た
児
童

29
人
が
、
腕
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
低
学
年
の
部（
１
〜
３
年
生
）

　
優
　
勝
　
　
　
関
本
　
　
愛

　
準
優
勝
　
　
　
大
橋
美
彩
紀

　
努
力
賞
　
　
　
雨
宮
　
早
希

　
ハ
ッ
ス
ル
賞
　
長
阪
　
育
美

　
　
　
　
　
　
　
三
井
　
大
地

■
高
学
年
の
部（
４
〜
６
年
生
）

　
優
　
勝
　
　
　
赤
尾
茉
里
奈

　
準
優
勝
　
　
　
小
澤
　
巧
実

　
努
力
賞
　
　
　
野
沢
は
る
か

　
ハ
ッ
ス
ル
賞
　
古
屋
　
静
佳

荻野市長による講演

　
１
月
28
日
、
市
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
市
長
と
市

内
も
の
づ
く
り
企
業
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、

も
の
づ
く
り
企
業
と
行
政

と
の
連
携
、
ま
た
、
企
業

同
士
の
連
携
を
促
進
す
る

た
め
に
企
業
46
社
を
対
象

に
開
か
れ
た
も
の
で
、
荻

野
市
長
ら
市
役
所
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
荻
野
市
長
が
「
も
の
づ
く
り
企
業
と
ふ
え
ふ
き
協
奏
曲
第

１
番
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ

た
後
、
交
流
会

が
開
か
れ
、
参

加
者
た
ち
は
、

終
了
予
定
時
間

に
な
っ
て
も
話

が
尽
き
な
い
様

子
で
し
た
。

　
参
加
者
の
一

人
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
関
係

者
に
会
う
こ
と

が
で
き
て
、
有

意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

壇上に並ぶ受賞者の皆さん

　
１
月
５
日
、
市
内
ホ
テ
ル

で
笛
吹
市
新
春
交
歓
会
・
受

賞
者
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
平
成
20
年
中

に
叙
勲
（
じ
ょ
く
ん
）
・
大
臣

表
彰
・
県
政
功
績
を
受
賞
し

た
方
々
が
招
待
さ
れ
、
出
席

者
の
前
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
受
賞
日
順
・

敬
称
略
）

■
叙
勲

　
旭
日
単
光
　
岩
間
　
住
子
（
石
和
町
窪
中
島
）

　
瑞
宝
双
光
　
吉
原
　
正
弘
（
石
和
町
上
平
井
）

　
　
　
　
　
　
前
島
　
弘
子
（
八
代
町
北
）

　
瑞
宝
単
光
　
奥
山
　
安
弘
（
春
日
居
町
加
茂
）

　
　
　
　
　
　
大
村
　
文
夫
（
一
宮
町
末
木
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
星
合
弘
三
郎
（
石
和
町
四
日
市
場
）

　
小
林
　
宏
子
（
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
あ
い
あ
い
代
表
）

　
　
　
　
　
　
（
石
和
町
小
石
和
）

　
矢
崎
　
圭
子
（
八
代
町
北
）

　
向
山
　
一
夫
（
石
和
町
市
部
）

■
県
政
功
績

　
地
方
自
治
　
梶
原
　
知
義
（
御
坂
町
成
田
）

　
　
　
　
　
　
岩
間
　
弌
勇
（
一
宮
町
塩
田
）

　
　
　
　
　
　
市
川
　
敬
司
（
石
和
町
河
内
）

　
　
　
　
　
　
前
嶋
　
傳
市
（
御
坂
町
尾
山
）

　
産
業
　
　
　
前
島
　
捷
夫
（
八
代
町
北
）

　
保
健
衛
生
　
黒
沢
　
駿
光
（
石
和
町
市
部
）

　
第
28
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
山
梨
県
大
会
に
お
い
て
、
一
宮
中
学
校
３

年
生
の
穴
山
加
奈
子
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
担
う
中

学
生
に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
応
募
総
数
４
２
９
８
編
の
中
か
ら
、
穴
山

さ
ん
の
作
品
「
障
害
者
と
と
も
に
〜
全
て
の

人
が
輝
く
社
会
〜
」
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

羽中田さん（中央）を囲むエルフシュリット一宮メンバー

　
１
月
10
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
、
「
第
１
回
羽
中
田
昌
杯
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
羽
中
田
さ
ん
は
甲
府
市
出
身
で
、
四
国
社

会
人
リ
ー
グ
・
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
の
監
督

を
務
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
羽
中
田
さ
ん
の
後
援
会
「
甲

斐
之
國
桃
羽
会（
中
村
匡
毅
会
長
）」
が
企
画

し
た
も
の
で
、
市
内
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
エ
ル
フ
シ
ュ
リ
ッ
ト
一
宮
が

参
加
し
、
５
年
生
の
部
と
６
年
生
の
部
で
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
後
に
は
、
羽
中
田
さ
ん
と
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表彰状を手にする穴山さん

放水による消火訓練

　
１
月
25
日
、
春
日
居
町
下
岩
下
の
走
湯
神

社
に
お
い
て
、
市
消
防
団
春
日
居
分
団
に
よ

る
文
化
財
防
火
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
春
日
居
分
団
が
、
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
に
ち
な
み
消
防
署
と
の
合
同
訓
練

を
行
っ
た
も
の
で
、
文
化
財
の
防
火
演
習
を

実
施
す
る
こ
と
で
消
火
技
術
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
住
民
の
防
火
意
識
、
文
化
財
を

大
切
に
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
消
防
団
員
た
ち
は
、
山
林
や
神
社
に
延
焼

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
想
定
し
、
情
報
収

集
訓
練
、
指
揮
命
令
伝
達
・
各
隊
報
告
訓
練
、

火
災
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
・
25
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

で
、
市
民
劇
団
第
３
回
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ド
リ
ー
ム
・
ド
リ
ー
ム
・
ド
リ
ー
ム
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
夢
を
無
く
し
た
２
人
の

ピ
エ
ロ
が
、
シ
ン
デ
レ
ラ
や
白
雪
姫
、
人
魚

姫
な
ど
に
出
会
い
、
最
後
に
は
夢
を
取
り
戻

す
と
い
う
も
の
。
劇
団
員
た
ち
が
舞
台
で
繰

り
広
げ
る
歌
や
ダ
ン
ス
に
、
会
場
に
詰
め
か

け
た
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
が
そ
ろ
っ
て

舞
台
に
登
場
し
、
手
話
を
交
え
な
が
ら
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。

登場人物が勢ぞろいしたフィナーレ

（
故
）

会場には多くのものづくり企業関係者が



みんなもおひなさまになっちゃおう!

■日時　3月15日（日）午後１時から

■場所　スコレーセンター１階会議室

■内容　・おひなさまのおはなし

　　　　・おひなさまクイズ

　　　　・おひなさまで記念写真

　　　　・工作　ほか

※当日、ブックリサイクル（午前10時～午後

　3時）も開催します。

　100円で指定袋に詰め放題！早いもの順ですので、ぜひお早目にお越しください。

みんなでおひなさまのお話を聞きませんか。

　石和町、御坂町、旧中道町の合同発表会です。

今年で16回目を迎えます。

　朗読や日本語の美しさを一緒に楽しみませ

んか。

　ぜひ、ご家族、お友達をお誘いのうえご来場

ください。

■日　　時　3月28日（土）午後1時から

■場　　所　石和図書館2階視聴覚ホール

■朗読作品　「ひさの星」斉藤隆介�著

「「精進湖」の眺め」黒柳徹子� 著「トットの欠

落帖」より　ほか

春の気配を朗読で感じてみませんか。

■日　　時　3月5日（木）午後１時30分から

■場　　所　一宮図書館視聴覚室

■朗読作品

「小さな愛のうた抄」野長瀬正夫�著

「お母さんの思い出」室生犀星�著

「五十八歳の告白」　東海林さだお�著　ほか

■主　　催　朗読サークルせせらぎ

　　　　　　一宮図書館スタッフ

県立科学館天文ボランティアのガイドを聞きながら、きれいな

星空を眺めてみませんか。※要申込

■日時　3月3日（火）　午後7時～8時30分　　■場所　御坂図書館

■日時　3月21日（土）　午後2時～3時30分
■場所　境川総合会館
■演題　「編集者から見た飯田龍太�～40年間の思い出～」
■講師　鈴木豊一氏（角川学芸出版）

美しい日本語の響きを感
じてみませんか。ぜひ、ご
家族、お友だちと一緒に
ご来場ください。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
３
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
３
月
５
日（
木
）・
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

３
月
７
日
（
土
）・
14
日
（
土
）・
21
日
（
土
）・

28
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
子
ど
も
ま
つ
り（
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
）

３
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
３
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
大
人
の
た
め
の
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
３
月
３
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
定
員
　
30
人（
要
申
込
）

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
３
月
７
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
い
や
し

の
時
間
）

　
３
月
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
３
月
４
日（
水
）

【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
３
月
14
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

３
月
１
日
（
日
）・
８
日
（
日
）・
22
日
（
日
）・

29
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

　
〜
お
母
さ
ん
に
な
る
あ
な
た
へ
〜

　
３
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
３
月
15
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
朗
読
発
表
会

　
３
月
５
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
３
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

３
月
４
日
（
水
）・
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）・

25
日（
水
）　

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

３
月
７
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●「
飯
田
龍
太
を
し
の
ぶ
」講
演
会

　
３
月
21
日（
土
）午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼
児
向
け
）

３
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
３
月
14
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
３
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
３
月
28
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
担
当�

石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
16
日
（
月
）・
23

日（
月
）・
30
日（
月
）�

�

○
御
坂
図
書
館

４
日
（
水
）・
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）・
25

日（
水
）・
31
日（
火
）

○
一
宮
図
書
館

２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
16
日
（
月
）・
20

日
（
金
）・
23
日
（
月
）・
30
日
（
月
）・
31
日

（
火
）

○
八
代
図
書
館

２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
16
日
（
月
）・
20

日
（
金
）・
23
日
（
月
）・
30
日
（
月
）・
31
日

（
火
）

○
境
川
図
書
室

１
日
（
日
）・
５
日
（
木
）【
蔵
書
点
検
】・

８
日
（
日
）・
15
日
（
日
）・
20
日
（
金
）・
22

日（
日
）・
29
日（
日
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

２
日
（
月
）・
９
日
（
月
）・
16
日
（
月
）・
23

日（
月
）・
30
日（
月
）・
31
日（
火
）�



「内からなる幸せな男についての結果」

作者：桑原恒和氏

　藤垈の滝公園（境川町）の東側高台に、5点の彫刻作
品が設置されています。これは、（財）北野生涯教育振
興会から、芸術・文化振興のために寄付されたもので
す。公園を訪れた際には、ぜひお立ち寄りください。

　森の中で厳しい冬に耐え、暖かい春の訪れを待つ
彫刻たちを紹介します。

「孤」　作者：天川大地氏

▼市民劇団公演に登場したピエロ。そのピエ
ロを見て、クリニクラウンのことを思い出し
ました。クラウンとはピエロのことです。
クリニクラウンは、遊びなどを通じて、主に
入院中の子どもたちの心をケアする専門家で
す。40年ほど前にアメリカの医師が心と身体
の関係に着目し、笑いの効果を治癒に生かそ
うと始めました。この話からも分かるように、

笑いはみんなに元気やいい影響を与えてくれ
ます。
笑いや笑顔だけでなく、夢や温かい気持ちを
届けてくれた市民劇団のピエロや登場人物た
ち。次の公演ではみんなに何を届けてくれる
のか今から楽しみです。　　　　　　　�（H）

「守」　作者：細谷季子氏

「人のかたち」　作者：川浦千穂氏

「ガマガエル」　作者：向山正洋氏
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